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Abstract: The wild boars that live in lriomote Island are Ryukyuan wild boars, which are smaller than
Japanese wild boars. The wild boar hunting has been maintained in lriomote Island by the islanders who
coexist with the island's natural resources. This paper traces the transitions of the traditional techniques of the
wild boar hunting in lriomote Island, and clarifies such facts as the number of living wild boars, and the
methods of wild boar hunting employed by the islanders. It is hoped that this research will contribute to
sustainable and stable wild boar hunting on the island. Our investigation reveals that as the number of wild
boar hunters has increased, the number of living wild boars has decreased rapidly. The method of wild boar

hunting has changed over the years in the following order: pressure-trap hunting, dog hunting, hane-trap
hunting, and sporting-gun hunting. Currently, hane traps and sporting guns are widely used, but the trap
method is most popular in lriomote. A hane trap consists of six parts: chibo, bamboo, ningyoo, tsume, stepped
tree, and a wire that is peculiar to lriomote island. Of these, chibo is most important, and 20 kinds of trees are
used for it. Among these trees, six kinds, such as shimamisaonoki (Randia canthioides) are most suitable. As for
boar-fences, there are those that are made of stones, those that are made by making a hollow in a slope, those
that are made by wood, etc. Sandstone and coral are used for stone fences, and sagaribana (Barrintonia
rasemosa) is used for wood fences. It is necessary to reexamine the traditional way of coexistence between
humans and nature in order to maintain wild boar hunting in lriomote Island.
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る。しかし，イノシシ肉は島内での需要が高く伸びているに

もかかわらず，年々捕獲される大部分のものが生体のまま島

外に搬出されているのが現状である。

本研究は，西表島におけるイノシシ猟の変遷，実態を究明

するとともに，イノシシの生息密度と捕獲のバランスを保持

し，適切で持続可能な狩猟を構築することを目的とする。今

回は，イノシシの地理的分布について既存資料から解説し，

西表島西部地区を中心としたイノシシ猟の変遷，猪垣および

罠について調査した。

ような動物地理学上の特性は，主として，琉球列島の地理的

位置，島々ができた成因，風土並びに亜熱帯性植物によって

育まれ，支えられてきたことに起因すると思われる。特に亜

熱帯照葉樹林に負うところが大きく，森林は特産動物のふる

さとと考えられる。’１西表島においては，森林の特産動物と

してイリオモテヤマネコとリュウキュウイノシシがあげられ

る。

イリオモテヤマネコは国の特別天然記念物に指定され，環

境省の野生生物保護センターが，保護，増殖の調査，研究を

行い，伊澤23)らによって生態学的研究が進められている。

一方，リュウキュウイノシシは，地元では古くから動物性蛋

白資源として利用されてきたにもかかわらず，その民俗学的，

生態学的な研究はほとんど見受けられない。このような生態

学的研究は，今後の専門家の研究を待つことして，ここでは，

西表島西部地区（祖納、干立、白浜）における，古くからリ

ュウキュウイノシシにまつわる狩猟について民俗学的視点か

ら調査を行なった。

西表島西部地区の祖納部落は民話にイノシシの話がいくつ

かあり部落名を俗称で「スネカマイ」（薮やススキ原野など

の坂をイノシシのように行ったり来たりしているようす）と

西表島の方言で呼ばれている。⑪イノシシは全国的に一般的

な狩猟対象獣となっており，食用としても高い評価がある。

西表島のイノシシも住民の間で同様に害獣，狩猟，食用とし

て生活と深い関わりを持っている。近年、全国的にイノシシ

の生息地域が，増加する地域と減少している地域があるとい

われている。西表島では以前は一人一日に15～16頭獲れた

期間もあったが，現在では狩猟者が増え，イノシシの生息数

が減少しているのではないかと危倶されている。最近，西表

島の観光入城者が著しく増大し，島内の人口も徐々に増加し

つつあり，それに伴って島内では外食産業等が増加の傾向を

みせ，イノシシの食用としての需要が急速に高まってきてい

西表島の概況及び調査方法

１．概況

西表島は古見岳(470ｍ），デドウ山(441ｍ），御座岳

(420ｍ）の三峰を有し，その渓谷に浦内川，仲間川，仲良

川などの河川が流れている。島はほとんどが亜熱帯照葉樹林

で覆われ，陸海の自然が豊かなことなどから「日本最後の秘

境」といわれている。方言では，「イルンティ」，「イルム

ティ」と呼ばれ，琉球列島の南端に位置する八重山群島，（方

言では「ヤイマル「エイマ」）さらに宮古群島と総称して

先島諸島に属する。

森林原野には国の特別天然記念物のイリオモテヤマネコや

カンムリワシなど，また島の動物のなかで最も大きく，本研

究の対象動物であるリュウキュウイノシシが生息している。

西表島は沖縄島の南西約430kｍ，台湾の東北約180kｍ，

北緯24゜１５'～25'，東経123゜４０'～55'の地点に位置して

いる。気候は亜熱帯海洋性に属し，Tablelに示すとおり，石

垣島地方気象台の記録によると，年平均気温23.7度，年平均

・降水量2,156.0ｍｍで7～９月にしばしば襲来する台風は降雨

をもたらすが，一方風害や塩害も多い。５１地形は，大半が山

岳的様相を呈し，標高450ｍ前後の連山と大小無数の渓流や

Tableｌ気象条件（2004）

湿度％平均気温℃降水｣Hｍ１ 平均風速、/Ｓ台風発生巨激

咽
》
幟
鰄
陶
睡
岫
》
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》

跡
》
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麺
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麺
、
郵
麺
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幻
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刀
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１
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８

資料:石垣島地方気象台



1３石垣ら：西表島におけるイノシシ猟の伝統技術と実状

河川が発達し，河川下流部には日本最大のマングローブが広

がっている。地質は，、ほとんどが第三紀系砂岩，礫岩，シ

ルト岩のいわゆる八重山夫炭層からなり，県内唯一の石炭層

の賦存地で，島の東部に古成層の安山岩，変成岩の分布がみ

られ，琉球石灰岩は，大原地区，上原地区，祖納地区の一部

にみられる。

植物相の種数は沖縄本島についで多く．約1,150種が分布

している。７)そのうち，山地性植物ではイタジィ(ctJsm"qpi-

sis陀6oﾉﾋ〃を優占種とし，オキナワウラジロガシ(QUｨ琢幽腕()川cXg`､，

タブノキ(PerseafhJm62'gii)等が多く，ついでシャリンパイ

(ﾉWiqpﾉijo/ep応ｉ"dYca)，イスノキ(DZFOﾉﾉj趾川７ａｃｅｍｏｍ腕)，ハゼ

ノキ(RﾉiUdssⅢccedb"eα)，モチノキ("“mJegra)，モクタチバナ

(`４rdiSjtzsjB6o雌！)，アデク(S)AZygm醜６鯉施ﾉiwPz)等が多くみら

れる。海岸性植物では，ハスノハギリ(Her"ロ加！】、リノ”ﾉ､cae‐

/b/iα)，ミフクラギ(α'6Ｇｍ加α堰ﾉiqs)，モモタマナ(た7ｍj"αﾉな

Cam/則りα)，ハマビワ(LjLseqjZzpo"、z)，クロヨナ(比'ag[ｚｍｍｐｊか

"α、)，コミノクロツグ(ﾊﾞﾉｗ１ｇｑｒ杷腕Ⅲﾉαj)等の熱帯性の植物を

多くみることができる。

西表島は，周囲約130kｍ，面積約289.27kｍ3で，人口は

Table2に示すように最近５ヵ月の動態は，徐々に増加し平

成１８年３月末現在では2,328人となり，人口密度7.3/km2，

未踏の原生林の多い沖縄第二の島である。８１

害も頻出している。被害対策として、爆竹音、石油臭，網，

トタン，有刺鉄線などの対策がとられているが，，)イノシシ

は高度な学習能力があるため持続的な効果は少ないといわれ

ている。その他に電気柵や強固な鉄柵などがあるが，管理に

手間がかかり，経費等の問題もある。また，島根県農林水産

部森林整備課鳥獣対策室によるとトタン，電気柵を組み合わ

せると，なお効果があがるとしている。

西表島でも最近，民家の庭先で，リュウキュウイノシシを

捕獲した物を実見している。リュウキュウイノシシ(Sm“ｅ

“rq/HwHkmQ"”）は奄美大島，徳之島，沖縄島，石垣島，西

表島に分布する南方種で，生態的な特徴はニホンイノシシと

同様，繁殖期は通常年1回で年によっては２回出産すること

がある。平均4～5頭ほどの子を産むといわれている。各島

においての体長，体重には差異があるが，ニホンイノシシと

比較するとかなり小さく，体長90～110ｃｍ，体重4～70ｋｇ

程度とされている。リュウキュウイノシシはニホンイノシシ

が島換化現象で小型化したものと考えられるが，頭蓋骨の形

状の違いなどから別種の原始的なイノシシとする見解もある。

'０)沖縄では「ヤマシシル石垣では「ウムザル西表では「カ

マイ」と方言で呼ばれている。西表島には他島に比べ，比較

的多くの個体が生息するが森林開発，狩猟者の増加にともな

い，全体的な個体数が減少傾向にあるのではないかと危１倶さ

れている。

人間への害についてはニホンイノシシのようにリュウキュ

ウイノシシが危害を与えた報告例はない。Fig.1は，西表島

西部地区の皆干地区（浦内橋～干立寄り）にある水田で，イ

ノシシによる水稲の被害状況である。収穫前の水田の中に侵

入し稲を食べるために踏んづけられた痕で，水田内の水のあ

る場所から食べ始める。Fig.2は，西表島西部地区の高菱地

区でパイナップルの被害状況である。

被害状況をみると，芯の部分が抜き取られていることがわ

かる。芯を抜き取られることによりパイナップルの生育が遅

れる。

Table2西表島の人口動態(March,2006）

世帯数人口

女合計男

蜘
噸
哩
巫
”

１
１
１
１

麺
郵
翔
傘
麺

峅
嶮
嶢
幟
嶮

鰹
四
噸
輝
期

１
１
１
１
１

蠅
塑
岬
脚
四

Ｉ
１
１

2,037

2,082

ユ129

2247

2s2８

資料:竹富FIT

２．調査方法

イノシシによる農作物への被害，猪垣の構造は現地調査．

イノシシ猟の変遷と罠，罠に用いる樹種は聞き取り調査を行

った。

研究メンバーのうち石垣は，４０年間西表島で古くから伝

わる仕掛けを用いてイノシシ猟をしている。最近は狩猟免許

を取得してイノシシ猟をする人が増える傾向にあるが，西表

島の古来の狩猟罠は島独特の方法であり全国でもあまり例が

ないようである。ここでは，これまで行ってきた狩猟方法，

罠の仕掛け，罠に用いられる樹種等を聞き取り調査し，猟を

してきた経験も交えて西表島で古来より使用してきたイノシ

シ罠等を含め調査することにした。

２．猪垣の構造と保存状況

西表島は山岳地帯のため耕作地が少なく，そのため河川周

調査結果

１．農作物への被害

近年，本土においてニホンイノシシの被害は増加傾向にあ

り，農林業の被害，住宅地付近に出没し庭を掘り起こしたり

ゴミを荒らしたり，人間へ噛みついたりして危害を加える被 Fig.１水稲の被害状況(2006.5)．
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で作られ管理されていたといわれている。西表島の方言で猪

垣のことを「力マイぬカシ」，「カマイぬシー」と呼ぶ。

Fig.4祖納岳にある猪垣，Ｆｉｇ．５水田地に見られる猪垣，

Fig.6サガリバナを利用した木柵を示す。

Figb2パイナップルの被害状況(20065)．

辺部に広がるわずかな平野部を開墾し山奥まで農地を求めて

いた。その結果イノシシによる被害は大きく生産活動に影響

を与え，住民にとっては脅威であった。その対策として作ら

れたのが猪垣である。

石積みの材料は，砂岩，サンゴなどが利用されている。猪

垣は現在，維持管理がほとんどなされず，集落などの廃村も

あり機能を果たしていなが’今なお原型のまま残されている

ものが多い。

西表島には大小，数多くの猪垣が点在している。今回は西

表西部地区を主にFig.３に示す場所で調査を行った。

その結果，次の4つのタイプがあることがわかった。石積

みだけで造られたタイプ，石積みと斜面を削り造られたタイ

Fig.４祖納岳にある猪垣(2006.5)．

Fig.５水田域にある猪垣(2006.6)．
■"■

。Ⅲ

■■■■

Fig.３猪垣調査場所(西表島)．

プ，水田地に多く見られる斜面を削り，その部分に石積みし

たタイプ，樹種等を利用して柵を造ったタイプがある。木柵

で造られた猪垣は，湿地帯などではサガリバナ(Ｂａ〃mJo"iα

'αse腕Csα)が利用され，柵を編む材料にはトウツルモドキ

(F、渓"qriqj"diCα)が利用され，柵を造る横木は内側に入れて

造ったとしている。集落および耕作地を石積みで広い面積を

囲ってある猪垣は村全体で造られ保守・管理され，水田地な

どに見られる猪垣や耕作地周辺にある木柵などの猪垣は個人

Fig.６サガリバナを利用した木柵(2006.5)．

3．イノシシ猟の変遷と罠

西表島のイノシシ猟は，現在は猟銃を用いる猟と罠（ハネ
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罠を，方言で「バナ」と呼ぶ）を用いたハネ罠式の方法があ

る。猟銃を用いた猟は他の地域では主流であるが，西表島で

は数人がいるだけで多くはハネ罠を用いた猟が行われている。

それは，狩猟期間中多くの人が山中に入るため猟銃を発砲す

れば危険が伴うためではないかと思われる。現在主流となっ

ている「パナ」が出てくるまでは．圧し罠猟とイヌを使った

猟をしていた。

１)圧し罠

干立在住の長老新城寛好氏(84才)によると，西表で最も古

い罠でこの罠のことを「オシワナル方言で「ウシヤマ」（普

通はヤマ）と呼んでいる。いつ頃に始まったかは不明で昭和

初期頃まで利用していたという。ヤマには，ンムヌカーヤマ，

チチヤマ，２つのタイプがある。仕掛けてあるヤマ本体は同

じであるが本体までイノシシを誘い込む方法に違いがある。

＊ンムヌカーヤマ：芋の皮を方言でンムヌカーと呼ぶ。主

に畑の周辺に仕掛ける罠で，芋の皮を利用してヤマまで誘導

する方法である。

＊チチヤマ：獣道にヤマを仕掛け，ヤマまで枝，シダなど

を使い十数メートルの柵を造り誘導する方法である。柵は時

間がたつと壊れるため随時補修が必要であった。場所は主に

川や沢の流域に仕掛け，－日にニヤマから四ヤマしか仕掛け

ることが出来なかったとしている。ヤマを仕掛ける期間は稲

作の栽培期間の４～５ヶ月間に仕掛けたとしている。方言で

柵のことをチチと呼ぶ。

Ｆｉｇ８再現した圧し罠(2006.3)．

２)イヌを使った猟

ヤマによる狩猟の終わり頃から，ハネ罠による狩猟の始ま

り頃まで，１頭もしくは数頭のイヌでイノシシを追い込み人

間が「フク」（ヤリに似ている）と呼ばれる道具でイノシシ

を突き刺すか，後ろ足を捕まえて撲殺する猟である。この猟

は危険であり，イヌがイノシシの牙に当たりケガをするか，

または死んでしまうこともあり人間もケガをすることがある。

ハネ罠が普及すると罠にイヌが掛かり死亡するか足が切断

され猟ができなくなる。そのためかイヌ猟はハネ罠が普及す

るにつれ衰退しなくなってしまった。Fig.９にフクを示す。

FHg・９フク（イノシシを刺す道具)．

３)ハネ罠

ハネ罠のことを方言で「パナ」と呼ぶ。現在西表で利用さ

れている罠は，1935～1940年頃に台湾人により導入され船

浮集落より始まり，祖納，干立と普及されたのが始まりで八

重山全域に広まっている。この罠は，ワイヤーを使い木の跳

ね上がる力を利用してイノシシを捕獲する方法である。

「パナ」を仕掛けるにはFig`１０に示すようにチボ①，竹②ロ

ニンギョウ③，ツメ④,さし木⑤，ワイヤー⑥の6個の部品

を使う。

仕掛けの方法は，獣道に直径約15ｃｍ，深さ約20ｃｍの穴

を掘り，穴の端に竹を打ち込み，次に，チボを地面に垂直に

差し，チボにワイヤー（長さ約1ｍ，両端に輪を作る）をく

くり付け，チポの先端部をツメの針金で縛り，打ち込まれた

竹にニンギョウを差し込み，ツメで竹とニンギョウを固定し，

約2ｃｍの間隔でさし木を穴の中に差し込み，木の葉を置き

その上から±を薄く覆い被せる.イノシシが穴に踏み込むと，

ハネ木がはじけ，ワイヤーがイノシシの足にからみ捕穫され

Fig.７山中に残る圧し罠の跡(2006.5)．

ヤマを仕掛ける場所は。普通の罠のように山奥などには仕

掛けず，ほとんど里山に仕掛けている。これはイノシシがヤ

マに落ちると潰され，死んでしまい，肉の腐敗が早まり，品

質が落ちてしまう。そのため’短期間または短時間で見廻れ

る所がいいとされている。Fig.７のような跡などは山奥で見

かけることはない。そのためか，石垣島では罠と知らない人

が雨降り時に，雨宿りのため中に入り押しつぶされて死亡し

た例があったようである。Fig.７は高菱地区の山中に残る圧

し罠跡で，Fig.８は2006年３月に干立で再現した圧し罠を示

したものである。
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る。Fig.１１にワナの仕掛け方を示す。 1ｍｍの切れ込みを作り，さらに約1.5ｃｍの所を切り，長さ

約8ｃｍ，幅約1ｃｍで切り取り，穴を開ける。

ニンギョウ：長さ約18ｃｍ，幅約2～3ｃｍ，暑さ約1ｃｍに

削り，一方の先端を直径約1.5ｃｍの円形に削り，さらに約

2ｃｍの場所に深さ2ｍｍの凹みに削り取る。

ツメ：長さ３～4ｃｍに切り。両端を斜めに削り，中央部を

針金でくくり付け，チボにワイヤーと一緒にくくり，竹とニ

ンギョウを止める役目をする。

さし木：径1ｃｍ，長さ１５ｃｍの木，または竹を使い，約

2ｃｍの間隔で穴の中に差し込む。

ワイヤー：長さ約1ｍに切り，両端に輪を作る。Fig.１２に

ワナに捕らえられたイノシシを示す。

４．罠に用いられる樹種

１)ハネ木（方言名，チボ）に使用する樹種

ハネ木に利用する樹種は跳ね上げる力（腰が強い）樹種ほ

ど良く，また曲げたまま３カ月間使用するため，長期間耐久

力のある物でなければならない。それにイノシシが掛かると

折れにくく，曲げに強い樹種ほど良い。直径は2～3.5ｃｍで，

長さ２～3ｍの物を利用する。良い順に示したのがＴａｂｌｅ３で

ある。

ＦｉｇｌＯハネ罠に使用する部品．

Table3チボに用いる樹種

Local［凹丁姥ScimOiRcl函T鱈j卸meselYm鷺
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Figbll仕掛けたハネ罠（上に木の葉，土を被せる).

ツバキ
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Ｆｉｇｌ２ハネ罠に掛かったイノシシ．

これから解るように，最も良い樹種にシマミサオノキ

(Rq"c/ｊａｃａ"rhjOj士s)，イスノキ（DjFIﾘﾉﾉﾉⅨ腕ｒ…腕oJzU晩），モ

クタチバナ(,４，１３，sに6oﾉﾋｵi)，アカテツ（比"Cﾉｾo"e/bo6owJm）

シシアクチい、6,79"j)z9zJegOm)，アデク(sｳﾊ､ﾉgjm〃bz4xllfMm腕）

の６種があり，次に良い樹種にヤブツバキ（Chme/Ⅱ､ﾉﾋMpo"jCcJ）

ヒサカキサザンカ(ｍｊｃｈｅｒｊＱｖ"gとJrQ)，ヒメサザンカ(ＱＪｍｅﾉﾉiロ

ノⅢにﾉｵe"sjs)，サザンカ(Ｃａ腕eﾉﾉｊＱｓａｓα"9瓦α)，ツゲモドキ

４)部品の役割

はね木（チボ）：はね木のことを方言で「チボ」と呼ぶ。

最も重要な役割を果たすため，樹種の選定が必要である。

竹：初期の頃にはⅢ叉のついた径0.5～1ｃｍほどの木を使

用していたが，作業に手間がかかるために現在の竹へと替わ

っていった。長さ３０～40ｃｍに切り，節の下約5ｍｍの所に
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1940年頃に台湾から炭坑あるいは船員により導入され船浮

より始まったとしているが，これまでに互いの往来により多

くの技術が伝播された一つだろう。ハネ罠は島民に容易に受

け入れられ西表島から八重山全域へと広がっていった。ハネ

罠猟はこれまでの猟に比べ捕穫量が極端に多い。さらに，罠

の仕掛けが単純であり，仕掛けの材料の調達が容易で道具も

軽量で．森林の奥まで入ることができ，個人で一日に大量に

仕掛けることが可能である。それらの要因によってハネ罠猟

が広く普及していったものと考えられる。

ハネ罠猟でチボに用いるシマミサオノキ，イスノキ，シシ

アクチ，アデクなど材の弾力性の強い樹種は西表島の亜熱帯

照葉樹林の低木層で出現度が高く，またニンギョウに用いる

シヤリンバイ，モクタチパナ，エゴノキなども構成樹種とし

て多く生育する。したがってハネ罠猟は島の森林に広範囲に

仕掛けることができて、圧し罠猟や猪垣のように労力を要す

るものから、手軽に作業ができる技術、道具、材料、そして

罠の数量、捕獲壁の多さが島民に受け入れられ、西表島の伝

統的なイノシシ猟に発展してきたものと思量される。

イノシシ猟は年々狩猟資格者が増え、狩猟期間になると島

の森林のいたるところに罠が仕掛けられている。最近は観光

入城者の増加、自然観察やトレッキングなど入林者が増加す

る傾向にあるが罠に掛かっているイノシシは，人間に対して

攻撃性があり危険なため注意を促す必要性がある。イノシシ

による農作物への被害は現在も頻発しており，とくに水稲．

パインアップルの食害が大きく，イノシシ猟は被害軽減のた

めにも将来にわたり必要と考える。

猟が盛んになることは，農作物被害の減少に効果があると

思われるが，森林生態系ではイノシシの生息数の減退とチボ

やニンギョウの利用による有用樹の減少，森林荒廃に及ぼす

影響も大きい。竹に多く用いられているカンザンチクはタケ

ノコにも採取され，再生量がきわめて低下している現状にあ

る。島独特の伝統的な狩猟形態に変遷してきたハネ罠猟を，

断絶することなく島の自然と調和する持続的なイノシシ猟と

する必要がある。持続的なイノシシ猟のためには，亜種とし

て進化を遂げてきたリュウキュウイノシシ，亜熱帯照葉樹林

を構成するチボやニンギョウの材料樹種の保全と利用のバラ

ンスを維持し，イノシシ猟を島の生態系でとらえることが緊

急で大事なことだろう。

(､ﾚﾌlpEresAmzJpme"s応)，マルヤマカンコノキ(ａ･血ね"ｑ６ｑﾉ、ＳＱＢ)，

アオパノキ(５M"ﾉocoscocﾉii"e"ぶな)の７種があり，三番目の樹

種にはオオパルリミノキ(L“iα"'んⅢ３０６ﾉjmui"erWs)，フクギ

(の”ｍｍｍｂｅ"Iiplにα)，リュウキュウコクタン(DjOsyzwoslelq,Ｆα)，

リュウキュウガキ(Djowrosmqr"j碗e)，ヒラミレモン(CWrws

dとpressq)，シロミミズ(刀にαb'siα”6jα)，タイミンタチパナ

(ＭＷＦｉ"ｅ“9皿mjj)などの20種の樹種が利用されている。

２)ニンギョウに使用する樹種

ニンギョウに使用する樹種には，シャリンバイ

(尺岬hjo/ａｐなj"diCα)，イヌマキ(Podbcq,P噸ｍｑＣｒｑＰﾉ1ｿﾉﾉ")，シ

マミサオノキ(Ｒａ"dhJcq"rhioidbs)，エゴノキ(Sb』mxjqPo"j“s)，

モクタチパナ(A'UiSiqs蛇boMij)の5種が多く使われ直径も3～

5ｃｍほどの物が利用され，加工し易い生木の時に作る。また，

湿った場所に長期間置くため，腐れ難い，シロアリが付き難

い樹種程良く，それからするとエゴノキはあまり良くない。

３)竹

竹にはカンザンチク（Pﾙj6ﾉﾋzsrosAm“ji)が一般的に使われ

ている。その他にホウライチク(Ｂａ腕6…gノロwcesce"s)がある。

カンザンチクについては狩猟の時期に切り取られ，タケノコ

の時期にも取られるため再生が進まず，竹林が消滅しつつあ

る。

考察

イノシシは古来よりシカや他の動物と共に狩りの対象とし

て，人間にとって重要な存在であった。しかし，人口の増加，

食料の安定供給の確保などがありイノシシの家畜化が進み豚

へと変わっていったと考える。また，農耕文化が発達するこ

とにより野生のイノシシなどの農作物への被害が進み，その

被害対策として猪垣や，これまで行っていたヤリや弓の猟か

ら罠を仕掛けて捕猿する技術が起こっていったのではないか

と考えられる。

これまで西表島や石垣島で行われてきた圧し罠猟は罠を仕

掛けるための材料の調達などに手間がかかり、その後の管理

作業にも労力を要するが捕獲量が少ない，そのため簡単にで

きるイヌ猟やハネ罠猟へと変遷していったのではないかと思

われる。圧し罠同様に猪垣も労力を要している。砂岩，サン

ゴ石などによる築造は全島民の作業を要し，それを継続する

ことにより維持，管理されたが．水田のサガリパナの木柵は

容易で材料も調達しやすかった。現在の水田周辺のサガリパ

ナ群落などはその形跡の可能性がある。

イヌ猟は限られた期間だけ猟をするのではなく，周年を通

して行っていた。しかし，ハネ罠の普及によりイヌが罠に掛

かり死亡あるいは足の切断などの事故が多いため衰退してい

ったものと思われえる。本格的なイノシシ猟となったのはハ

ネ罠猟になってからだろう。これは，イノシシの肉が島外へ

移出されるようになり，短期間で臨時的に高収入が得られる

ためである。また，狩猟資格が簡単に収得ることができるの

もひとつの要因であると考えられる。ハネ罠は1935年～

要約

西表島に生息するイノシシは，ニホンイノシシに比較して

小形のリュウキュウイノシシである。イノシシ猟は西表島の

自然と人間の生活の共存の中で維持されてきた。西表島にお

けるイノシシ猟の伝統的な技術の変遷をたどり，現在，住民

が行っているイノシシ猟の方法とそれに係る生息数などの実

状を明らかにし，安定的で持続的なイノシシ猟の需要を図る

ことを目的とした。

調査の結果，イノシシの狩猟資格者が多くなりそれに伴っ

てイノシシの生息数が急速に減少している実状にある。イノ

シシ猟は圧し罠猟，イヌ猟，ハネ罠猟，銃器と変遷しており，



1８ 琉球大学農学部学術報告第53号（2006）

現在は，銃器猟，ハネ罠猟があり，西表島では罠猟が盛んで

ある。

ハネ罠猟は，西表島独特のワイヤーを用いて，チボ，竹，

ニンギョウ，ツメ，さし木の６個の部品を使って仕掛ける。

なかでもチボは最も重要で，２０種の樹種が用いられ，最適

な樹種にはシマミサオノキ（RaPUdiQcq"〃o雄s）など６種が

ある。猪垣は，石積み，斜面の掘削，木柵などがあり，石積

み材料には砂岩やサンゴ木柵材料にはサガリパナ（&Z,ｿﾂﾞﾚ,､,ｍ

ｍ３ｅ腕osq）が利用されている。

健全なイノシシ猟のためには，伝統的な自然との共存のあ

り方を再検討する必要がある。
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